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歯の痛みどこから来るの？ 
 
 「歯が痛い」とは歯の内部やその周辺で異常事態が起きていると感知した神経のアラームが 
 
「ON」になっている状態です。トラブル発生を脳に伝えるシステム自体悪いものではありませんが 
 
実際に痛みが起きるとつらいものです。 
 
 「歯の痛み」と聞いて誰もが思い浮かべるのが歯の神経（歯髄《しずい》と言います）を取る治療  
 
でしょう。当然ながら歯髄を取れば歯の中には痛みを感じる受容器がなくなりますので「神経を 
 
取ったのだから痛みはなくなるはずだ」、また、治療が終わってすぐに違和感が消えないと「治療 
 
が失敗したのでは？」と考えがちです。 
 
 アラームの「ON」になっている原因である細菌感染した神経を取り除き、歯の内部を掃除して殺 
 
菌し密閉し生体が治癒しやすい「環境作り」をするのが歯科医師の仕事です。 
 
 実は歯の神経は顎の中を通って三叉（さんさ）神経から脳へ繋がっています。この神経を一部分 
 
だけ切り取るわけですが、切除された後も歯の外側にある神経は残っていますし、歯に加わる力 
 
のセンサーである歯根膜（しこんまく）の存在もあります。歯の外側まで感染が及んでいたら炎症 
 
が体の免疫によって押さえ込まれるまでには健康な方でも一定の時間が必要です。また治癒に 
 
向かう期間も個人差があります。ジャマものがいなくなる事で患者さんの治癒力により炎症が治ま 
 
るといつしかアラームが「OFF」となり痛みが引くというわけです。 
 
 歯の治療と痛みや違和感切っても切れないもの。しばらくはつらいでしょうが治療を中断すると 
 
かえって状態が悪化して再治療が困難になる事もありますので一緒に頑張って乗り越え、良い治 
 
療にしていきましょう。 
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